
三河港長期構想（案）【概要版】 2021年6月 都市・交通局港湾課

「強み」を伸ばし、時代とともに
新たな価値を「創造」するみなと『三河港』

三河港が持つ「強み」

• 日本の中央に位置する地理的優位性
• 自動車産業の集積、世界屈指の自動車流通港湾
• 広域交通網によるネットワーク
• 広大な港湾区域（空間利用ポテンシャル）
• 中部圏のモノづくり産業
• 国内屈指の農産物産出地域
• 豊富な観光資源・海洋レジャー資源
• 豊かな自然環境（干潟・浅場など）
• 再生可能エネルギーの集積
• リサイクルポート（総合静脈物流拠点港）
• 津波への強さ、防災への先進的取組 etc.

時代に応じた社会情勢の変化

• 人口減少、少子高齢化の進行
• 第4次産業革命の進展
• 伸びゆくクルーズ需要
• 脱炭素社会への移行
• SDGs（持続可能な開発目標）達成に
向けた取組

• 自然災害の激甚化
• 新型コロナ感染拡大を契機とした感染症
への意識の高まり etc.

「強み」を
さらに伸ばす

時代の変化に
適応する

新たな価値を「創造」する

三河港の港湾計画は2011 年に改訂しましたが、10 年が経過し、その間、第４次産業革命の進展や経済の
一層のグローバル化、少子高齢化の進行、脱炭素社会への移行、新型コロナウイルス感染症の蔓延など、国内
外の港湾や社会経済情勢を取り巻く環境が大きく変化しています。

今回、このような社会経済情勢の動向、変化に対応し、三河港の現状及び強みや課題、新たな要請などを踏ま
え、港湾管理者である愛知県が学識経験者や港湾関係者、関係行政機関などの意見・助言を基に、概ね30 
年後の将来像やその実現に向けた空間利用計画などを「三河港長期構想（案）」として取りまとめました。

三河港長期構想（案）について

■三河港の５つの将来像と７つの目標

港湾における長期構想とは、港湾利用者、市民、関係行政機関、学識者など、様々な港湾関係者の意見・要
請をもとに、20～30年後の長期的視点に立った港湾の目指すべき将来像やその実現に向けた港湾利用の基本
的方向を明らかにするものです。

長期構想とは？
■三河港長期構想の基本理念

■三河港の課題

「強み」を伸ばし、
時代とともに
新たな価値を

「創造」するみなと
『三河港』

港湾利用と地域・自然環境が
共生・調和するみなと

地域産業の持続的発展に
資するみなと

市民や地域産業の
安全・安心を支えるみなと

人々を海へと誘う
魅力あるみなとまち

新たな国際・国内海上輸送に対応した
競争力のあるみなと

① 最新の情報通信技術の導入・活用による
物流の高効率化の実現

② 三河港の地理的優位性や地域産業、
広域交通網を活かした背後圏の拡大

③ 自動車産業の持続的発展と
次世代産業の創出

④ 豊富な観光資源の活用・
連携による交流機会の増大

⑤ かつての豊饒な宝の海を取り戻す
⑥ 地域の自然・産業を活用した

環境にやさしいみなとづくり

⑦ 様々な災害から地域を守る
強靭なみなとづくり

産業 安全・防災

環境人流・交流

物流

n完成自動車の需要に対応した効率的な保管
のためのモータープールの確保

n貨物の混在解消に向けたふ頭の再編・集約

n新たな情報通信技術を活用した次世代の
自動車・コンテナターミナル整備への対応

n北西風に対する静穏度を確保した安定的荷役
への対応

n物流の効率化に資するための新たな交通体系
の構築

n背後の産業及び広域交通網を活かした集貨・
創貨による背後圏の拡大

nトラックドライバー不足を背景とした新たな内航
定期航路開設に向けた対応

物流

nみなとへの市民のさらなる誘導や観光資源・施設間の回遊
性の確保による魅力向上

n人々が豊かさを享受できるような港空間の形成

n豊富な観光資源を活用した観光地としての新たなブランド
価値向上への対応

n大型クルーズ船・スーパーヨットの誘致及び受入れ機能・
体制の強化

人流・交流

n豊かな海の保全・再生に向けた環境施策の継続的な実施

n良好な景観や海との触れ合いの場などの拡大

n再生可能エネルギーの積極的導入の支援

環境

n大規模地震発生時に対する港湾機能の強化

n高潮対策など、自然災害発生に対する港湾機能維持への
対応

n水際対策の強化

安全・防災

n次世代自動車産業に対応した基盤強化

n未利用地の活用を基本に、新たな土地の確保
も視野に入れた新規企業立地への対応

n進展する第4次産業革命への対応

産業

港湾運営

n戦略的な港湾経営の視点の強化

n主導的な役割を果たす港湾運営体制の構築
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• 完成自動車AIターミナルの形成及び共同輸送による効率化
• 革新技術を導入したコンテナAIターミナル形成
• DX（デジタルトランスフォーメーション）を加速させ、更なる物流の

効率化・安定化による三河港の競争力強化

目標１【物流】
最新の情報通信技術の導入・活用による物流の高効率化の実現

■目標と取組戦略

• 三遠南信地域も睨んだ背後圏の拡大
• 農林水産物の輸出促進による港の利活用、臨海部における保管機
能の強化

• RORO船を活用した海上輸送ネットワークを構築、情報通信技術
の導入による次世代高規格ユニットロードターミナル形成

目標２【物流】
三河港の地理的優位性や地域産業、広域交通網を活かした背後圏の拡大

• 電気自動車、燃料電池自動車などの次世代自動車の受入れを見据
えた基盤の強化

• CASE、MaaSなど、新たな車（移動）サービス提供推進の支援
• 航空宇宙産業やドローン関連産業などの次世代産業の創出
• ふ頭間及び背後広域交通網とのネットワークの形成

目標３【産業】
自動車産業の持続的発展と次世代産業の創出

• MaaSなどの移動サービスによる回遊性の向上、観光地としての魅力
及び集客の向上

• 国内外のクルーズ船やスーパーヨットの受入機能や体制の強化、地
域経済の活性化、地域のブランド化

• 観光情報の一元化、多言語対応など高い水準のサービス提供
• 港湾緑地（公園）などの親水空間の配置による港の魅力向上
• 三河港の強みである自動車産業などの、観光資源（工場見学な

ど）、教育資源としての活用

目標４【人流・交流】
豊富な観光資源の活用・連携による交流機会の増大

• 干潟・浅場造成を中心とした豊かな海の保全・再生に向けた環境施
策の継続的な実施

• 多様な海岸線や海域の良好な景観・水底質環境が保たれた海との
ふれあいの場などの拡大

• 豊かな海の保全・再生に資する新技術の導入
• 産学官や住民、ＮＰＯなど多様な主体による協働・連携

目標５【環境】
かつての豊饒な宝の海を取り戻す

• 脱炭素化に向けた風力発電・太陽光発電などの再生可能エネルギー
の積極的な導入支援、「カーボンニュートラルポート」の実現に向けた
新たな資源エネルギーの受入拠点の形成及び背後圏への需要拡大

• リサイクルポート（総合静脈物流拠点港）としての役割を果たすこと
による、循環型社会実現への寄与

目標６【環境】
地域の自然・産業を活用した環境にやさしいみなとづくり

• 耐震強化岸壁の整備、情報通信技術の積極的な導入による住民の
安全・安心の確保、早期の地域復興支援

• 日頃から関係機関が一体となった防災対策
• 港背後の災害対策基地との連携による地域防災拠点の形成
• 頻発化・激甚化する地震・津波・台風・高潮といったあらゆる自然災

害や気候変動に伴う海面上昇に対応した防波堤の整備や堤外地な
どにおける防災対策の強化

• 関係機関が連携した水際対策の強化

目標７【安全・防災】
様々な災害から地域を守る強靭なみなとづくり

モータープール

PDI（検査場）

岸壁

5G技術の導入による
正確かつ迅速な

スマートポートの実現

5G

荷役機械の遠隔操作 など

完成自動車の位置情報管理 など

コンテナAIターミナル

完成自動車AIターミナル

ドローンによる貨物輸送

東三河地域
西三河地域

南信地域

西遠地域

お茶

キャベツ

三遠南信
自動車道

浜松三ケ日
・豊橋道路

農産物の輸移出

三河港

リンゴ

木材

広域交通ネットワークを活かした
背後圏拡大・農林水産物の輸出促進

RORO船

電気自動車・水素自動車の受入基盤強化
（電気・水素スタンドの普及） CASE・MaaS等

新たな移動サービスの提供推進
（従業員の通勤などへの適用）

自動車産業の持続的発展

次世代産業の創出

例：航空宇宙産業 例：エネルギー関連産業

H2
NH3

例：ドローン関連産業

回遊性の向上

海からの来訪者と
地域住民との交流

空飛ぶタクシー自動バス

小型EVシェアレンタサイクル

スマートフォンが近隣の
おすすめ観光スポットを紹介
⇒同時に、最適な移動経路・手段を手配

観光情報の一元化、MaaSの活用イメージ

三河港

【回遊性の拡大】

伊勢湾

海上タクシー

環境学習の場としての三河湾の利用

食料供給

生物多様性の保全

人と海のふれあいの場

港湾荷役機械等への燃料電池導入
電気・水素スタンドの普及

再生可能エネルギー
（風力・太陽光・バイオマス）

洋上風力発電 ブルーカーボン活用

新たな資源エネルギーの
背後圏への需要拡大

カーボンニュートラルポートの形成

使用済み自動車

三河港から出荷、再利用

再資源化

焼却灰

自動車流通港湾としての
ポテンシャル

加工スクラップ

廃プラ
使用済みバッテリー

リサイクルポートとしての役割の確立

情報通信技術の導入

気候変動による海面上昇

災害の頻発化・激甚化、気候変動に対応した
港湾施設の機能強化

DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

フライ＆クルーズ

竹島

ラグーナテンボス

ヨットハーバー

• 神野・明海地区以外へのエリア減災計画の拡充
• 計画に基づく早急な施設整備

エリア減災計画の更なる強化・拡充

2



三河港長期構想（案）【概要版】 2021年6月 都市・交通局港湾課

物流に係る陸域利用

人流・交流に係る陸域利用

ふ頭間ネットワーク

産業に係る陸域利用

環境に係る陸域利用

広域幹線ネットワーク

■空間利用ゾーニング

物流に係る水域利用

人流・交流に係る水域利用

環境に係る水域利用

安全・防災に係る水域利用

蒲郡地区
大塚地区

御津地区

西浦地区

神野地区

明海地区

田原地区

水域利用の視点

陸域利用の視点

- 物流 -
新たな国際・国内海上輸送に対応した競争力のあるみなと

- 産業 -
地域産業の持続的発展に資するみなと

- 人流・交流 -
人々を海へと誘う魅力あるみなとまち

- 環境 -
港湾利用と地域・自然環境が共生・調和するみなと

- 安全・防災 - 市民や地域産業の安全・安心を支えるみなと ４つの将来像を確実に実現するため、港全体で安全・防災を確保します。

蒲郡地区

大塚地区

御津地区

西浦地区

田原地区

明海地区

神野地区

神野地区

明海地区

蒲郡地区 大塚地区

御津地区西浦地区

田原地区

※下図は現行の三河港港湾計画図を使用

・豊富な観光資源の活用
・MaaSによる回遊性の向上
・国際クルーズ拠点の形成

・航空宇宙産業など次世代産業の振興
・新産業用地の確保

物流ゾーン

人流・交流ゾーン

環境ゾーン

産業ゾーン

ふ頭間ネットワーク

・干潟・浅場の造成
・深掘跡の埋戻し・覆砂
・環境を保全する区域の設定

・リサイクル物流拠点の形成

・水素など新たな資源エネルギーの受入拠点の形成
・受入拠点用地の確保
・再生可能エネルギーの促進

・新エネルギーなど次世代産業の振興
・新産業用地の確保
・MaaSを活用した就労環境改善
・産業拠点間の無人貨物輸送

・RORO船によるモーダルシフトの促進
・船舶大型化への対応

・完成自動車AIターミナル
・コンテナAIターミナル
・物流用地の確保
・ふ頭間道路の整備
・農林水産物の輸出促進
・船舶大型化への対応

・内航船ネットワーク拠点の形成

・東港地区まちづくりビジョンの実現

・完成自動車AIターミナル
・船舶大型化への対応

・ドローンなど次世代産業の振興
・新産業用地の確保

・再生可能エネルギーの促進
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